
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども会では、子ども達の一生懸命な姿を見て頂き、大きな成長を感じたことと思いま

す。 

卒園まで、残り 3 ヵ月。卒園式までのカウントダウンも始まっています。 

これからも一日一日を大切に過ごし、思い出がたくさんできるよう見守っていきたいと

思います。 

また、就学に向けての活動を少しずつ取り入れていき、楽しい小学校生活を送れるよう

保護者の皆様と一緒にがんばっていきたいです！ どうぞ、よろしくお願いします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます 

本年もどうぞよろしくお願い致します 

 

 

 

 

子どもたちから「なんじになったらおわりー？」「ながいはりはどこまでー？」と質問されることが増

えてきました。お迎え時間を把握している子が多い事からも子ども達に「時間」の意識がめばえてきたの

だと成長を感じます。 

時間の意識ができること とは、言い換えてみれば、見通しをもって行動できる ということです。 

これは、就学に向けて身につけておきたいことのひとつです。 

例えば、授業の後、次は体育だから着替えなきゃ、音楽の授業だから部屋を移動しなきゃなど 

自分で見通しをたて、行動することはとても大切になっていきます。 

 クラスでは、大人が終わりの時間（数字）を伝えると、時間を気にして早めに片付けをしたり、次の活

動の準備を言われなくてもする子が出てきました。場面の切り替えがスムーズになり大人も子どもも気持

ち良く過ごしています。しかも、今のらいおん組さんはそれだけではありません！なんと、終わりの時間

に気付いた子が、周りの友達にも声を掛けて知らせる姿も増えてきたのです！仲間のことを大切に思える

思いやりのあるクラスに成ってきました！ 

 もちろん、場面の切り替えが難しかったり、他の子より行動が遅くなってしまう時もあります。そんな

時は、折り合いをつけられるためにどうすればいいかを一緒に考えたり、協力するために待ってる子の気

持ちに気付けるような声かけをしています。また、遊びの中でタイマーを使ったり、持久走をしてみたり

と、楽しみながら時間の感覚を少しずつ覚えています。 

 ぜひ、ご家庭でも会話の中に「時間」を取り入れるなど、「次は何をするんだっけ？」と考えて行動で

きるような言葉かけをしてみてください。成長をより感じられると思います♪ 

 

 

 

お正月遊びの定番「コマまわし」。現在クラスで大流行中！ぴったりな季節になりましたね♪ 

冬休みにはご家庭でも遊ばれたでしょうか。 

なんでもお正月遊びには、遊び毎に由来があるのだとか・・・ 

  例えばコマは、まっすぐに自立して回るその姿から「物事が円滑に回る」「お金がよく回る」として 

縁起物と考えられていたため、お正月遊びとして定着したと言われています。 

羽根つきは、羽根にムクロジという植物の実が使われており、「無患子」という漢字から「子どもが患わない」として

縁起物と考えられていたそう。凧あげは空高く上がることから、「願い事を凧に乗せて天まで届ける」という意味も 

込められていたそうです。などなど調べてみると面白いかもしれません。 

 1月 5日に行われる新年子ども会でも子ども達に昔遊びの由来や遊び方を 

紹介します。 獅子舞も登場しますよ～♪ 

正月あそび 

『時間の意識』 
 


